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青函トンネルの防災設備について

【資料１】

（在）新中小国（信）

津軽今別

（奥津軽いまべつ）

竜飛定点
吉岡定点

（在）木古内

【共用区間始点】

（（幹）新中小国信号場）

【共用区間終点】

（（幹）木古内）

青函トンネル入口

青函トンネル（出口）

算用師(ｻﾝﾖｳｼ）（斜坑）

袰内(ﾎﾛﾅｲ）（斜
白符(ｼﾗﾌ）（斜坑）

三岳（ﾐﾀｹ）（斜坑）

先進導坑

先進導坑 作業坑

海底部（２３ｋ３００）海底部（２３ｋ３００）海底部（２３ｋ３００）海底部（２３ｋ３００）陸底部（１３ｋ５５０）陸底部（１３ｋ５５０）陸底部（１３ｋ５５０）陸底部（１３ｋ５５０） 陸底部（１７ｋ０００）陸底部（１７ｋ０００）陸底部（１７ｋ０００）陸底部（１７ｋ０００）

湯の里信号場

（湯の里知内信号場）

凡例： 下り列車用火災検知装置（赤外線式） (4箇所) 上り列車用火災検知装置（赤外線式） (4箇所) 煙検知装置 (5箇所) 警報地震計 (8箇所) トンネル覆工歪計(4箇所) 消火設備 (4箇所)

（在）新中小国信号場

津軽今別

（奥津軽いまべつ）

竜飛定点 吉岡定点

湯の里信号場

（湯の里知内信号場）

（在）木古内

【共用区間始点】

（（幹）新中小国信号場）

【共用区間終点】

（（幹）木古内）

青函Ｔ入口

青函Ｔ（出口）

先進導坑

先進導坑 作業坑

連絡誘導路は約６００ｍおき

青函トンネルの特徴 列車火災対策 地震対策

・他のトンネルに比べ長大な海底トンネルであること （１）火災検知設備 （４）換気設備

・トンネル中央部に向けて下り勾配が長く続いていること ①赤外線温度式火災検知器

青函トンネル内には、２箇所に火災列車を停止させお客

様の避難、誘導及び消火活動を行う場所（＝定点）を設

けており、これによりトンネルは３分割され、防災上から ②煙検知器

みればトンネルの長さは従来の最長の鉄道トンネルと同 （５）排煙設備

程度のトンネルが間をおかず、連続していると考えること

ができる。 異常出水対策

（２）火災時の列車制御設備

①火災列車停止装置

定点 　 （６）避難誘導設備

万一、列車火災が発生した場合に火災列車を停止させ、

お客様の避難誘導及び消火作業を行うため、竜飛及び

　火災列車が定点に停止した場合、一時旅客を避難さ

せ避難所から坑外に脱出させる必要がある場合に、安

全に誘導するためにＩＴＶカメラ、非常放送などの避難誘

　列車火災が発生し、列車が定点に停止したときに、避

難する旅客が煙にまかれることのないような排煙方式

としている。斜坑から定点への短絡ルートにある風門を

開くことにより、換気流を斜坑から直接定点に送り込む

と同時に、立坑口に設けた排煙機を運転して煙を立坑

から吸い出すものである。

　青函トンネルは、長大海底トンネルであるため、列車か

らの発熱の蓄積による坑内温度の上昇の抑制、及び保

守用車からの排気ガスの排出のため、縦流式の換気方

法としている。これは斜坑口付近に送風機を設けて空気

を送り込み、先進導坑を通って海底中央部の連絡横坑

から本坑に入り、各々の坑口に向かって換気する方式で

ある。

　赤外線カメラを利用して、両側から列車表面の温度を

測定することにより火災を検知する設備であり、上下線４

カ所づつの合計８カ所に設置されている。車軸検知器と

連動させてデータ処理を行うことにより、火災発生位置

（両数、部位）も検知できる。

　トンネル内に湧水検知装置を設置し、地震時の異常はも

ちろんのこと経年によるトンネル及びトンネル周辺地山の

劣化を監視して函館指令センターでその状況に応じて応急

処置がとれるよう万全を期している。

　列車抑止の方式は地震計からの警報によってＡＴＣで列

車を停止させる方式を採用した。なお、青函トンネル部は、

十分な耐震構造になっているが、長大でかつ海底トンネル

という特殊性から、地震が発生して列車が停止した後の応

急的な運転再開については、長時間を要する徒歩巡回点

検方式はとらず、警報地震計とモニタリングシステム（地震

早期検知システム、トンネル覆工歪計、湧水量検知装置）

による迅速な情報処理判断を活用している。

　赤外線温度式火災検知器では、熱が車両表面に現れ

ずに煙の発生するいわゆる煙火災に対応することができ

ないため、補完設備として煙検知器を設置した。

　火災を検知すると、ブレーキ開始表示灯と停止位置目

標灯を点灯させ、それを目標に運転士がマニュアルブ

レーキで停車する。なお、新幹線開業後は、ＡＴＣ信号に

より自動的に減速し、最後の停止位置合わせのみ運転

士がマニュアルブレーキを操作する。お客様の避難誘導及び消火作業を行うため、竜飛及び

吉岡の陸底部２箇所に設けた場所をいう。 ②支障列車停止装置 防災監視体制

ここには、ホーム、消火栓及びお客様を一時避難させる

避難所を設け、指令所から遠隔操作する一斉照明設備 （７）情報連絡設備

(100ルクス程度)、水噴霧設備、ＩＴＶカメラ及び非常放送

設備等を備えている。また72時間稼働できる非常発電

機も配置している。

（３）消火設備

　列車火災が発見された場合、その列車は最寄りの定点

かトンネル前後の停車場まで走行して、そこで消火救援

活動を行うことを基本としており、定点及び停車場に消火

設備を設けている。

　列車火災時には旅客の避難誘導、関係列車の抑止、

消火栓、排煙、換気等の手配を緊急に行う必要があるた

め、トンネル内乗務員と函館指令センターの指令員との

情報連絡が、迅速かつ効率よく又確実に行われる体制

にしておく必要がある。情報連絡設備として、できるだけ

多くの通信手段を設けることによりトンネル内と指令セン

ター等との連絡を密にするため列車無線、乗務員無線等

を設置している。

全に誘導するためにＩＴＶカメラ、非常放送などの避難誘

導設備を設置している。

　列車火災が発生したときに、他列車への波及を食い止

めるためには、その列車を火災列車に近づけないように

する必要がある。このため、支障列車停止装置を設ける

が、この装置は火災検知器が作動した場合、これに連動

し、自動的に設定したブロック単位に送信し、後続列車及

び対向列車を停めるべき地点の軌道回路に停止信号を

現示する。

　青函トンネルにおいては、万一災害が発生した場合に迅

速に対処するため、トンネル内の各種防災情報を函館指

令センターに表示して、常時監視できる設備になっている。

また、異常時には各種防災機器を、函館指令センターから

遠隔制御により直接操作できるよう、総合システムを構成

している。

士がマニュアルブレーキを操作する。



定点内の主な設備について
【資料２】

通常の換気状態通常の換気状態通常の換気状態通常の換気状態

（竜飛定点の例）（竜飛定点の例）（竜飛定点の例）（竜飛定点の例）

火災時の排煙状態火災時の排煙状態火災時の排煙状態火災時の排煙状態

（竜飛定点の例）（竜飛定点の例）（竜飛定点の例）（竜飛定点の例）



・青函トンネルの前後、内に火災検知装置

　（8箇所）

・青函トンネル内に煙検知器（5箇所）

列車の火災列車の火災列車の火災列車の火災

青函トンネル　防災・お客様避難に関する考え方

トンネル外まで走行トンネル外まで走行トンネル外まで走行トンネル外まで走行

優先順位①優先順位①優先順位①優先順位①

当該列車でトンネル外へ移動当該列車でトンネル外へ移動当該列車でトンネル外へ移動当該列車でトンネル外へ移動

【資料 ３】

・車両故障、設備故障 ・側壁部歩行路に降車可能

・停電による運行不能 自走可能

・ベンチ、トイレ設備

・防寒シート、飲料水等の配備

自走不可能

・青函トンネルの前後、内に地震計（8箇所） ・車両に搭載のはしごで降車可能

定点（竜飛・吉岡）避難所へ避難定点（竜飛・吉岡）避難所へ避難定点（竜飛・吉岡）避難所へ避難定点（竜飛・吉岡）避難所へ避難

・トンネル内照明は指令が遠隔制御で点灯

・当該線に別編成を入線させ、お客様にお

乗り換えいただく

優先順位②優先順位②優先順位②優先順位②

・当該線に別編成を入線させ、当該編成に

連結し、運転再開

定点（竜飛・吉岡）に停車定点（竜飛・吉岡）に停車定点（竜飛・吉岡）に停車定点（竜飛・吉岡）に停車

・トンネル内照明は指令が遠隔制御で点灯

・隣接線に別編成を入線させ、お客様にお

乗り換えいただく

定点（竜飛・吉岡）ｹｰﾌﾞﾙｶｰでﾄﾝﾈﾙ外へ移動定点（竜飛・吉岡）ｹｰﾌﾞﾙｶｰでﾄﾝﾈﾙ外へ移動定点（竜飛・吉岡）ｹｰﾌﾞﾙｶｰでﾄﾝﾈﾙ外へ移動定点（竜飛・吉岡）ｹｰﾌﾞﾙｶｰでﾄﾝﾈﾙ外へ移動

・列車が運行する本坑の煙が入り込まない

ように、指令が排煙装置を遠隔制御

優先順位③優先順位③優先順位③優先順位③

車両・設備故障等車両・設備故障等車両・設備故障等車両・設備故障等

地震の発生地震の発生地震の発生地震の発生

救援列車でトンネル外へ移動救援列車でトンネル外へ移動救援列車でトンネル外へ移動救援列車でトンネル外へ移動

その場で停止（海底部）その場で停止（海底部）その場で停止（海底部）その場で停止（海底部）

・青函トンネルの前後、内に地震計（8箇所） ・車両に搭載のはしごで降車可能

・トンネル内にトンネル覆工歪計（4箇所）

階段の歩行時間は健脚の方で25分程度

・青函トンネル内に湧水量検知装置 ・車両に搭載のはしごで降車可能

　（27箇所）

・くみ上げポンプ用非常発電設備

・ポンプの排水能力を超えた場合、本坑下

部にある先進導坑に貯水

優先順位④優先順位④優先順位④優先順位④

・算用師、袰内、白符、三岳の各斜坑には

階段の他、自動車の通行が可能な斜路を

設置

陸底部斜坑階段よりトンネル外へ移動陸底部斜坑階段よりトンネル外へ移動陸底部斜坑階段よりトンネル外へ移動陸底部斜坑階段よりトンネル外へ移動

・120ｶﾞﾙ以上の場合、一旦停止後に徐行で

ﾄﾝﾈﾙ外まで運転

異常出水異常出水異常出水異常出水

・トンネル内照明は指令が遠隔制御で点灯

その場で停止（陸底部）その場で停止（陸底部）その場で停止（陸底部）その場で停止（陸底部）

・作業坑、先進導坑へは、列車が運行する

本坑の煙は入り込まない

・避難方向に煙が流れないように、列車停

止位置に応じて列車が運行する本坑の風

向きを指令が遠隔制御で調整

※竜飛・吉岡定点から地上に向かう斜坑に

はケーブルカーの他、階段（段数１、３１７

段）が設置・トンネル内照明は指令が遠隔制御で点灯

※ 凡例 基本的な流れ 定点・トンネル外まで運転継続できなかった場合の流れ

※ 青函トンネル内をお客様に移動していただく事態となった場合、お体が不自由なお客様、体調不良のお客様に対してトンネル内にある保守作業用自動車等にご乗車いただくことも検討

部にある先進導坑に貯水 ・トンネル内照明は指令が遠隔制御で点灯



青函トンネル　定点　避難設備等概要

避難所避難所避難所避難所

避難所へ向かう誘導路避難所へ向かう誘導路避難所へ向かう誘導路避難所へ向かう誘導路 下り線誘導路と上り線誘導路下り線誘導路と上り線誘導路下り線誘導路と上り線誘導路下り線誘導路と上り線誘導路

とが合流し避難所へとが合流し避難所へとが合流し避難所へとが合流し避難所へ

側壁部歩行路と誘導路側壁部歩行路と誘導路側壁部歩行路と誘導路側壁部歩行路と誘導路

とを結ぶ連絡誘導路とを結ぶ連絡誘導路とを結ぶ連絡誘導路とを結ぶ連絡誘導路

③③③③ ④④④④ ⑤⑤⑤⑤

【資料 ４】

側壁部歩行路側壁部歩行路側壁部歩行路側壁部歩行路

避難所避難所避難所避難所

避難所へ向かう誘導路避難所へ向かう誘導路避難所へ向かう誘導路避難所へ向かう誘導路 下り線誘導路と上り線誘導路下り線誘導路と上り線誘導路下り線誘導路と上り線誘導路下り線誘導路と上り線誘導路

とが合流し避難所へとが合流し避難所へとが合流し避難所へとが合流し避難所へ

側壁部歩行路と誘導路側壁部歩行路と誘導路側壁部歩行路と誘導路側壁部歩行路と誘導路

とを結ぶ連絡誘導路とを結ぶ連絡誘導路とを結ぶ連絡誘導路とを結ぶ連絡誘導路

②②②②

ケーブルカーケーブルカーケーブルカーケーブルカー

⑥⑥⑥⑥

側壁部歩行路側壁部歩行路側壁部歩行路側壁部歩行路 ケーブルカーケーブルカーケーブルカーケーブルカー

①①①①①①①①

トンネル本坑トンネル本坑トンネル本坑トンネル本坑



【資料５】

特急スーパー白鳥３４号のモータ配線が焦損した事象において

当社の調査により現段階で判明した内容について

１．発生概況１．発生概況１．発生概況１．発生概況

平成２７年４月３日１７時０７分頃、津軽海峡線 知内信号所～津軽今別駅間において、函

館１５時５６分発 新青森行き 特急スーパー白鳥３４号において、車掌が窓から車外に火花

が出ているのを確認し、停止手配を行いました。その後、車内に煙の発生を認めたため、ご利

用のお客様には列車から避難して頂きました。

２．調査結果２．調査結果２．調査結果２．調査結果

平成２７年４月４日より函館運輸所において調査を続けており、その結果以下のことが判明

いたしました。

○発煙箇所の状況

１両に４台のモータが搭載されていますが、４台のモータに電気を送る電線（太さ約

１８ｍｍ）が焦損していました。また、モータも熱により変色しており、モータを冷や

した後の排気が通る通路である風道（ゴム製）、排気口付近のゴムホースや配線被覆の焦

損を認めています。

※車両の損傷状況、別紙参照

３．推定原因３．推定原因３．推定原因３．推定原因

各４台のモータに電気を送る電線（各３本）に過電流が流れ、電線の被覆が焦げて発煙した

ものと推定しています。また、過電流により、モータが異常に発熱したことで、モータを冷や

している空気が高温となり排気され、排気風道のジャ腹（ゴム製）や空気ホース（ゴム製）を

溶かしたことで、異臭と発煙を助長させたと考えています。

４．今後の取り組み４．今後の取り組み４．今後の取り組み４．今後の取り組み

当該車両については、苗穂工場に回送し、各部品の調査を継続します。また、原因究明につ

いては、第三者機関の協力を依頼予定です。
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車体外観図

Ｖ

台車組立図(正面)
台車組立図(上面)

Ｖ

モータ熱変色 モータ配線・排気風道溶損 モータ配線溶損・排気風道熱変色

モータ

配線溶損

モータ

熱変色

排気風道

熱変色

モータ

配線溶損

排気風道

ジャバラ
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